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はじめに

グローバリゼーションに関して様々な見解が

ある。本稿では，経済のグローバリゼーション

を貿易の側面から考察する。以下は，次のよう

な構成である。まず，グローバリゼーションの

論点を整理し，経済のグローバリゼーションの

現局面を確認する。次に，貿易のグローバリ

ゼーションを３つの次元から考察する。続い

て，貿易構造を規定する第１次要因である企業

関係の変化を提示する。そして，グローバリ

ゼーションと国民経済の関連を述べる。最後

に，本稿のまとめを行う。

� グローバリゼーション

１．グローバリゼーションの視点

グローバリゼーションの解釈は多様である。

たとえば，グローバリゼーションを肯定する

「グローバル派」とグローバリゼーションに否定

的である「懐疑派」という対立軸がある。また，

分析する対象も，経済，政治，文化という社会

領域や，国家，不平等，環境という社会テーマ

など多様な側面がある。さらに，分析視角とし

て，時間的には歴史的・長期的な分析と現局面

に限定する分析，空間的にはローカル・ナショ

ナルとリージョナル・グローバルという対比や

領域間関係・国際化と超領域的関係・グローバ

リゼーションという対比を問うものがある。

グローバリゼーションの概念整理を挙げてみ

よう。たとえば，Reich［１９９８］は�歴史的画期

として捉える視点，�経済的現象に限った問題

として捉える視点，�アメリカ的価値観の覇権

として捉える視点，そして�技術的・社会的変

革として捉える視点という４つに分類する。あ

るいは，Held et al. ［１９９９］は，国民国家との

関係に注目するなかで，グローバリゼーション

に関しての「懐疑派」，「グローバル派」という対

立的視点を拒否し，第３の視点として「変容論」

を提示する。さらに，Scholte［２００５］では，�
国際化，�自由化，�普遍化，�西洋化または

近代化という整理を行った上で，�再空間化と

いう視点を提示している。

この中で，変容論が注目される。それは，現

局面を長期の変化過程の新たな局面と捉え，多

様な領域の相互作用を踏まえた包括的視点であ

る。本稿は，変容論と同じく両極論に否定的で

ある。しかし，多様な領域を包括することはせ

ず，グローバリゼーションを経済領域に限定し

て多次元的に考察する。

２．経済のグローバリゼーション

グローバリゼーションの２つの定義を考察の

叩き台として確認しよう。European Commis-

sion［１９９７］によれば，グローバリゼーション

は，「財やサービスの貿易，そして資本や技術

の移動により，異なった諸国の市場や生産がま

すます相互依存を深化させる過程として定義で

きる。これは，新しい現象ではなく，長い期間

のなかで整えられた発展の継続である」とされ

る。また，IMF［２０００］は「経済のグローバリ

ゼーションとは歴史的過程である。それは，人

類の技術革新と技術進歩の結果である。それ

は，とりわけ貿易と金融フローを通じた，世界
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経済の統合の進展を意味する」と定義する。

この２つの定義から，経済グローバリゼー

ションは，貿易や資本取引の拡大を通じた経済

単位間の相互依存関係が強くなること，そし

て，一定期間の継続的過程ないしは歴史的過程

である，という２点が確認できる。

３．経済単位間の関係

経済関係を考察すると，第１に，グローバリ

ゼーションの中で経済単位間の関係の程度が問

題となる。たとえば，多国籍企業は所有関係に

より子会社を「統合」する場合もあるし，所有関

係を伴わない外注化による「相互依存」関係の場

合もある。後者の相互依存関係の中にも信頼や

協調の程度が異なる。したがって，グローバリ

ゼーションとは，国境を超えた経済関係が量的

にも質的にも変化する過程である。さらに，グ

ローバリゼーションとは，国境を越える経済関

係と国内に留まる経済関係が幾重にも相互依存

関係を持ち，関係連鎖が形成されることであ

る。第２に，関係連鎖は，多次元的である。た

とえば，経済単位が財の生産工程を担う施設単

位であるか，それとも企業単位であるかによっ

て連鎖は異なる。財生産の付加価値関係連鎖か

ら見れば「バリューチェーン」と呼ばれ，企業の

信頼関係連鎖から見れば「ネットワーク」と呼ば

れる。第３に，経済関係の階層性も問題とな

る。パソコン産業では，マイクロソフトとイン

テルはフラットな相互補完関係である。しか

し，デルと部品供給メーカーは，ブランド力を

持ったデルに主導権があり階層的関係である。

第４に，経済関係の異なる領域の相互依存が問

題となる。たとえば，貿易の側面と金融の側面

の関係連鎖は，相互依存的であり，経常収支の

国際不均衡は国際資本移動によりファイナンス

されている。

したがって，経済関係の連鎖は多次元的であ

り，階層的でもあり，相互作用もある。本稿で

は，経済のグローバリゼーションを経済関係が

拡大・深化する中なかで形成された多次元の関

係連鎖とそれらの相互作用と定義したい。

４．歴史的画期

グローバリゼーションとは継続的過程であ

る。しかし，現局面を歴史的過程の単なる延長

と把握するか，それとも新しい局面と捉えるか

で見解が異なる。グローバリゼーションに懐疑

的である Gordon［１９９８］は，国民経済間の相互

依存性の高まりは認めつつも，超長期の過程の

中で世界経済に占める途上国の地位に変化が見

られないと主張する。そして，Hirst and Thomp-

son［１９９９］は，東アジアの経済発展の過度な一

般化を戒めている。それに対し，本稿ではグ

ローバリゼーションを現局面の新たな変化と理

解する。また，その歴史的画期を１９８０年代と

し，アジア経済の発展はグローバリゼーション

の変動を体現したものと考える。

まず，生産システムでは，これまでにない規

模で途上国へと生産工程が分散し，工程間連鎖

が重層的に構築されたという歴史的画期を確認

したい。第１に，東アジアの政策が生産システ

ムの大きな転換を促した。東アジア諸国では，

外資導入策や輸出振興策（輸出加工区など）によ

り，１９８０年代後半から電機・電子産業や自動

車産業の直接投資が流入し，工程間連鎖の重層

的構造が形成された１）。さらに，東アジアの成

長の奇跡を受けて，中国，インド，南米諸国，

東欧諸国もこの政策を踏襲した２）。第２に，プ

ラザ合意が先進国の対外直接投資に変化を与え

た。これは，第１の要因と表裏一体である。こ

１）工程間分業は，海外組立や国際下請生産として
１９６０年代から注目された。しかし，先進国企
業が途上国で加工し，完成財を輸入するという
２国間完結型の「持ち帰り貿易」であった。それ
に対して，現局面は，多数の企業と多数の国民
経済間で形成される重層的経済関係連鎖（工程
間分業）による貿易構造である。

２）南米諸国は１９９０年代に入ってから輸出指向的
政策を導入した。また，比較的早い時期から金
融・資本自由化を実施し，海外資金で貯蓄・投
資ギャップを補った。
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の時期の直接投資の動向をみると，大半が先進

国内部で行われたが，例外的に東アジア地域へ

急激に拡大している。それは，プラザ合意以降

の急激な為替レートの切り上げが大きな要因と

なる。日本が投資国として台頭し，アジア

NIES も対外直接投資を始める。このように，

東アジア地域への直接投資を契機として生産工

程の国際的分散が拡大・深化する。第３に，中

国とソ連などの社会主義諸国が，市場経済を導

入し世界経済に組み込まれていくという歴史的

過程がある。中国による１９８０年代の一連の改

革開放政策の実施，さらに，１９８９年のマルタ

会談での冷戦終焉宣言などは，ポスト冷戦経済

構造の象徴である。

次に，金融システムでは，先進国と途上国の

双方が国境を越えて資産を保有し，経済関係を

深めている歴史的画期を確認したい３）。第１

に，受入国側の要因としては，金融部門への外

資参入規制の緩和，株式市場の自由化，国有企

業の民営化などがあげられる。なかでも，政策

転換を契機としてアジアでは，資本の流入によ

るグロスの対外負債（直接投資，９０年代以降は

証券も）が増加するとともに，輸出主導型経済

成長によりグロスの対外資産が拡大し，双方向

での資本取引が拡大している。金融自由化は，

貿易の自由化ほどに進展していないが，先進国

と途上国の信用連鎖という意味で金融市場の統

合過程を進めている４）。第２に，先進国の金融

自由化のなかで，商業銀行の投資銀行化，投資

信託，年金基金，生命保険などの機関投資家の

成長，そしてヘッジファンド等のオルタナティ

ブ資産への投資増加がみられる。世界的規模で

資産を集め，高いリスク分散能力をもって運用

する行動をとるなかで，国際分散投資先として

途上国が取り込まれていった。とりわけ，世界

的規模の資金を原資産として，デリバティブに

よる国際金融取引や証券化市場取引が拡大し，

資本移動が増加した。

５．グローバル経済を支える構造

アメリカは，８０年代に消費財や自動車の輸

入，９０年代には資本財や中間財の輸入を拡大

させ，経常収支赤字を増加させた。アメリカの

輸入は，世界の財需要を牽引する「機関車」の役

割を担っている５）。そして，この経常赤字を支

えているのが，アメリカへの資本の流入であ

る。なかでも，アジア諸国は短・長期国債の形

で外貨準備を積み上げている６）。この経常収支

赤字のファイナンスは，アジア地域で形成され

た工程間国際分業で生産された商品をアメリカ

へ継続的に輸出することを可能とした。

さらに留意すべきは，諸国の外貨準備の増加

がアメリカの経常収支ファイナンスを上回るこ

とである。つまり，アメリカは単に経常収支の

赤字のファイナンスを行うために海外からの借

り入れを行っているのではなく，借り入れた資

産を海外へ投資している。海外からアメリカへ

流動性が高く，リスクの少ない資産へ投資さ

れ，アメリカは海外の流動性が低くリスクの伴

う資産投資を行なっている。このことは，双方

向の国際的取引による相互依存関係を形成し，

金融市場での信用連鎖と考えることができる。

３）Lane and Milesi－Ferretti［２００６］によれば，世界
全体の対内直接投資と対外直接投資そして世界
全体の対外証券投資と対内証券投資の合計と世
界全体の GDP との割合をみると，１９８５年まで
は安定していたが，１９８５年から１９９５年までは
次第に増加し，さらに１９９６年以降は急激に増
加している。

４）Kose et al.［２００６］では，途上国の中に４１ヵ国の
低度金融統合化経済と２３ヵ国の高度金融統合
化経済という区別をする。後者には，韓国，シ
ンガポール，香港，タイ，マレーシア，インド
ネシア，フィリピンやブラジル，インドも含ま
れている。

５）サブプライムローン問題に端を発してアメリカ
の需要が縮小しても，新興国は自立的に成長す
るというデカップリング論がある。これは，短
期的現象を見たもので，アメリカの不況が長期
ならば，新興国も何らかの影響を受ける。

６）原油高のなかの中東やロシアなどの産油国の外
貨準備と SWF が近年注目される。

２００８．１２ グローバル経済の貿易構造 石田 37363（ ）
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表１のように財市場の構造と金融市場を対比

すると，付加価値連鎖に対応して信用連鎖がみ

られる。また，財取引においては委託加工とい

う工程特化，資金取引においても投資運用機能

への特化という傾向がみられる。さらに，取引

形態も双方向取引が拡大している。そして，貿

易収支の国際不均衡を支えるファイナンスのメ

カニズムという相互依存性がある７）。以下では

財市場の構造変化を分析対象とし，金融市場は

対象としない。しかし，表１のように，２つの

市場の相互作用が貿易構造を支えていることを

留意しておきたい。最終需要が安定して維持・

拡大するメカニズムが存在していたため貿易の

グローバリゼーションが進んだのである。

� グローバリゼーションと貿易構造

１．３つの次元

貿易のグローバリゼーションは３つの次元か

ら分析できる。第１に，生産工程の国際的分散

により形成される貿易構造を分析するため，製

品貿易に占める中間財貿易の割合に注目する。

中間需要段階の貿易は，最終財の貿易とは異な

り，生産の連続性と計画性を確保するための活

動である。第２に，Fontagne et al. ［１９９７］で

用いられた「輸出・輸入の重複度」と「輸出入単

価比率」に従った貿易分析である。２国間貿易

で重複度が低い場合は一方向貿易と定義し，重

複度が高い場合は双方向貿易（あるいは産業内

貿易）と定義する。後者のなかで，輸出入単価

の比率が大きければ垂直的に差別化された財の

双方向貿易である。第３に，貿易構造の変化を

規定する企業組織の境界変化に注目する。企業

関係は「取引コスト」と「信頼関係」から考察され

る。これまで Buckley and Casson［１９７６］のよう

に取引コストの視点から内部化が主張された。

しかし，技術革新による情報コスト低下は，企

業内貿易の必要性を低下させ，ネットワークの

なかで企業間貿易を拡大させている。

７）ファイナンス構造が今後安定的に推移するとは
限らないが，１９８０年代後半以降は不均衡を拡
大させながらも貿易構造は維持されている。こ
の事実をどのように捉えるかは研究者により異
なる。代表的な肯定論は，Dooley et.al［２００３，
２００５］の「ブレトンウッズ体制の復活」である。

財市場 金融市場

連鎖形成としての経済の
グローバリゼーション

付加価値生産の重層的連鎖：生産過程の
国際的分散と調整

債権債務［信用］の複雑な連鎖：金融市場に
おける国際相互取引の拡大

受託・仲介の国・企業
中国の企業による受託加工貿易：組立加
工による消費財輸出

アメリカの金融機関による金融仲介機能：
流動性とリスクの変換

受託・仲介の企業形態 EMS，ODM，３PL など SPE，ヘッジファンドなど

取引形態
・垂直的双方向貿易
・委託加工貿易

・双方向取引
・証券化やデリバティブ

指標

・Fontagne et al.［１９９７］の産業内貿易指
標

・付加価値額に対する輸出額の割合
・製品貿易に占める部品貿易の割合

・Obstfeld［２００４］による GL 指標の応用
・Lane and Milesi-Ferretti［２００６］の指標
・吉国委統計

経常収支不均衡とファイ
ナンス

貿易収支の不均衡の拡大：アメリカによ
る輸入の持続

経常収支のファイナンス：持続的なアメリ
カへの資本流入

表１ 経済のグローバリゼーション

（注）EMS とは Electronics Manufacturing Service, ODM とは Original Equipment Manufacturer，３PL とは Third Party
Logistics。製品ライフサイクルに関わる製品設計を自らのリスクで担当するのがＯＤＭ。ＥＭＳはライフサイクルの立
ち上げのリスクは取らず製造受託に特化。３PL は，物流を受託。また，SPE（Special Purpose Entity）とは，不動産をは
じめとした資産を流動化（証券化）するために設立された特別目的事業体。
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２．経済単位と経済関係

貿易構造を形成する経済単位の関係連鎖の多

次元性を定義したい。以下では，貿易構造を形

成する経済単位のレベルの次元に対応して，経

済関係連鎖を図１のように考える。ここでは，

施設単位間の経済関係をリンケージ（linkage）

と定義する。グローバル生産システムとは，企

業単体あるいは複数の企業によって構築される

もので，国をまたいだ施設単位の統合体であ

る。施設単位とは，企業が所有している工場施

設，研究開発施設，マーケティングや物流施設

などを意味する。図１では，色の濃淡がリン

ケージ連鎖の相互関係の程度を示している。こ

のうち，第１に，企業が国境を超えてリンケー

ジ連鎖を形成している場合は，所有による統合

である。第２に，財のレベルから見て生産過程

の付加価値連鎖をグローバル・バリューチェー

ン（以下 GVC 記述）と定義する。この場合，EMS

のように複数の GVC が関係する施設単位もあ

る。バリューチェーンは投入産出関係として垂

直的リンケージ連鎖である。第３に，情報を共

有し，信頼に基づいた企業の協調関係をネット

ワークと定義する。ネットワークは複数のバ

リューチェーンを束ねた水平的リンケージ連鎖

やバリューチェーンに必要な設備を供給する資

本財企業と支援サービスを提供する企業とのリ

ンケージを含む。ネットワークは，中間財取

引，資本財取引などの長期的関係・相互依存関

係に基づいた企業間取引が支配的である。第４

に，多数の多国籍企業が関係する企業間のネッ

トワークの集合体をグローバル生産システムと

定義する。グローバル生産システムは，ネット

ワークを含み，かつ，短期的変動に対応した要

素の一般的市場取引をも含む。このうち，貿易

構造を規定する第１次要因が GVC である。

さらに，経済単間の階層性を規定する要因を

確認したい。経済単位間の関係がフラットな関

係であるかそれとも階層的関係であるかを規定

する要因として，経済単位の所有関係の有無，

規模や情報・知識，ブランドに注目する。経済

単位間に所有関係がなければ，規模や情報・知

識，ブランド力などがリンケージ連鎖のガバナ

ンスを規定する。とりわけ，ガバナンスが，内

部化という所有による統合（ヒエラルキー）から

ネットワークという信頼による相互依存（ヘテ

ラルキー）へと変化していることに注目する。

３．グローバリゼーションと構造変化

貿易構造の変化を３つの次元の「垂直的」ある

いは「垂直」という概念を用いて示すことができ

る。これらは，経営組織論で使用される概念，

投入産出分析あるいはポストケインジアンの生

産理論で用いられる概念，そして，不完全競争

論で用いられる概念である。すなわち，

�GVC の所有による垂直的統合を解体する

動きを「脱垂直化」と定義する。これは，企

業間貿易を推進する。

�施設単位間の投入産出が貿易に媒介される

ことを「貿易の垂直構造」と定義し８），中間

投入財の貿易割合が拡大することを「貿易

の垂直化」と定義する。

�垂直的差別化された財が双方向に貿易され

ることを「垂直的双方向貿易」と定義する。

図２のような３つの次元の変化が貿易のグ

図１ 経済単位と経済関係

２００８．１２ グローバル経済の貿易構造 石田 37565（ ）
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ローバリゼーションである。１９８０年代初頭が

点線で，最近の構造は実線である。３つの次元

の関係は次のようになる。まず，X 軸の企業行

動に変化が現れる。産業や企業の特性により差

異はあるが，垂直的統合が解体され，ネット

ワークによる企業間の相互関係が進展する。こ

れを起点として，生産の国際的分散が促進し，

Y 軸に示されたように，製品貿易全体に占める

中間投入財貿易の割合が拡大する。なぜなら

ば，これまで国民経済内部で形成されていた垂

直的リンケージ連鎖（投入産出関係）が解体さ

れ，バリューチェーンがグローバル化するため

である。さらに，集計された中間投入財（部品）

の２国間貿易に注目すると，Z 軸に示すよう

に，垂直的差別化された財の双方向貿易の割合

が拡大する９）。

以下では，グローバリゼーションにおける企

業と国民経済に焦点を当てたい。GVC は多数

の企業と国を巻き込んで形成され，国際的投入

産出構造は貿易により統合される。その中で，

企業は効率化を追求し，信頼関係と階層関係を

形成する。そして，GVC の集合体であるネッ

トワークや生産システムを鳥瞰すると，国民経

済間の階層関係や異質化がみられる。

� 企業関係と貿易構造

１．効率化と信頼形成

グローバル・サプライチェーン・マネージメ

ント（以下 GSCＭと表記）とは，企業関係を最

適化・効率化し，グローバル生産ネットワーク

を形成・展開する原動力となっている。グロー

バル・サプライチェーン（以下 GSC と表記）と

は，原材料の調達から最終商品の配達までの工

程を担う国際的に分散した多くの企業をあたか

も一つの企業組織のように統合したものであ

る。また，SCM とは，１つの側面として効率

化の追求がある。在庫を圧縮し，資金の流れを

早め，決済をスムーズに行い，結果として顧客

の満足度を追求していくことである。さらに，

もう一つの側面として，異なる企業が情報を共

有し，信頼関係を構築する事である。SCM に

おける効率化と信頼形成は表裏一体である。

GSCM は国内の SCM と基本的には同じである

が，多国間の関係を媒介するという側面が加わ

り，税制・関税制度，為替レートなどが介在

し，複数の国民経済と関連を持つ。

ところで，中間投入段階の貿易は，企業の

「ルーティーン」と企業関係におけるインバウン

ド・サプライチェーンを支える経済活動であ

る１０）。そして，貿易の垂直化は，IT（情報通信

技術）という技術的基盤に支えられている。し

たがって，経済のグローバリゼーションの歴史

的画期として，さらに IT による企業内組織の

効率化と企業間関係の変化を加えたい１１）。以下

は，IT 技術革新を基盤とした後方連関の「効率

性向上」と「信頼形成」を確認するために E コ

マースと SMI の事例の意味を確認する。
８）「フラグメンテーション」とは，生産工程の国際

的分散を特徴づける定義である。しかし，本稿
では，分散の結果として中間投入財貿易が拡大
していることを表現する目的のため「垂直構造」
を用いる。

９）図は視覚的に構造変化を捉えるための直感的な
図であり，図の中の体積等は厳密な数量的含意
はない。

１０）「ルーティーン」とは Nelson and Winter［１９８２］
の概念である。

１１）１９８０年代にコンピュータが普及し，１９９０年代
にインターネットが広がる。

図２ ３つの次元の垂直概念とグローバリゼーション
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２．価格形成と効率化

貿易を含む企業間市場（B２B）の変化を考察

しよう。B２B 市場では，価格は一般に粘着的

であり，価格形成は長期的関係・供給契約の中

で行われる。なぜならば，企業のルーティーン

を維持・向上させる効果がある。そこでは，情

報の共有により生産計画が改善し，在庫削減も

可能となる。さらには，製品開発の期間の短縮

効果や組織間の学習にシナジー効果も期待され

る。

しかし，近年 E コマースが B２B に変化を

もたらしている。B２B の E コマースを分類す

ると，複数のサプライヤーと一つの調達業者

（N:１型）という形のリバース・オークション，

一つのサプライヤーと複数の調達業者（１: N 型）

という形態のカタログなどによるネット販売や

ネット・オークション，さらに，複数のサプラ

イヤーと複数の調達業者（N: N 型）による e

マーケットプレイスがある。

E コマースの出現は，これまで金融市場や農

業，鉱業，林業など一次産品市場に限られてい

た伸縮的価格取引が製造業部門の企業間取引に

取り入れられることを意味する１２）。つまり，調

達側，供給側に多様な価格設定オプションが可

能となる１３）。

ここに Beall et al.［２００３］による１つの調査事

例がある。ドイツの自動車会社のフォルック

ス・ワーゲンでは２００２年に調達額の２０％ をオ

ンライン上で行っている１４）。これは，単にコス

ト削減というものではなく，調達の効率性を上

げる目的に利用するということである。すなわ

ち，オンライン調達を利用することで，�リー

ドタイムが削減，�調達の複雑性を緩和，�調

達の透明性を確保，�世界規模の活動を可能と

するという効果が見られる。

３．信頼形成と階層化

供給者が部品（素材）の在庫を管理し，製造業

者の必要に応じて納入する Supplier Managed

Inventory（SMI）システムから信頼関係にもと

づく長期的な取引関係をみたい１５）。代表的例と

して，モトローラが１９８８年に導入した Sched-

ule Sharing がある１６）。

製造業に対して小売業の発言力が増している

ように，調達物流においても部品納入業者と製

造業の関係は変化している。SMI では製造業

者内の指定倉庫にサプライヤーの管理で一定の

部品在庫を確保し，部品の安定供給を行う。製

造業の立場からすれば，自社在庫を持つ必要が

なく在庫コストやリスクをサプライヤーに転化

できる。また，製造業は指定倉庫からの調達で

あるためリードタイムが短縮できる。サプライ

ヤーにとっては，部品生産と輸送の自社計画が

可能となり，納入業者から一定の注文を確保で

きる。さらに，SMI ではサプライヤーと製造

業の経済関係が変化する。つまり，サプライ

ヤーと製造業者が過去の消費実績や将来の市場

予測の情報共有が必要になり，両者間の信頼形

成を必要とする。とりわけ，SMI は生産の連

続性を維持するために品質やリードタイムの短

縮が重要となる。

さらに，国境を挟んだ国際ＳMI は，FOB や

CIF とは異なり，積み荷の到着まで売り主の責

任となる DDU（Delivered Duty Unpaid），DDP

（Delivered Duty Paid）であり，保税倉庫をSMI

１２）Beall et al.［２００３］の調査によれば，米国企業の
約５０％ 強の大企業がリバース・オークション
を行っているが，金額ベースでは全支出額の
５％ 弱とまだまだ低い。また今後のオークショ
ン活用は１０－１５％ の成長が見込め，コスト削
減だけでなくプロセスの効率化が期待されてい
る。

１３）自動車産業では，Covisint という e マーケット
プレイスがある。

１４）調達活動での人的関係がオンラインに決して代
替されることはないとも主張している。

１５）Pohlen and Goldsby［２００３］で，VMI（Vendor Mana-
ged Inventory）と SMI の類似点と相違点が述べ
られている。なお，VMI はウォルマートが最
初に導入したと言われている。

１６）Ray and Swanson［１９９６］で解説されている。

２００８．１２ グローバル経済の貿易構造 石田 37767（ ）
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倉庫として製造業者側の国に設けることにな

る１７）。この場合，必要な部品にのみ課税され，

不要になった部品は非課税のまま輸出国へ返送

することができる。とりわけ DDP になれば，

工場へ納品する直前まで，部品業者が在庫の所

有権と保有リスクを持ち，製造業者は在庫コス

トとリスクを低減できる。ここに調達物流で，

情報の共有に基づいた信頼形成，そして，買い

手主導という力関係から階層化が看取できる。

� グローバリゼーションと国民経済

１．GSCと GVC

最適化・効率化としての GSC の形成は，付

加価値の連鎖の視点から見直すと GVC であ

る。GSC は生産の国際的分散を進める企業の

推進力・戦略であり，GVC は GSC によって形

成された事後的構造である。あるいは，GSC

はグローバリゼーションを促進する技術・組織

的要因の複合体であり１８），GVC はグローバリ

ゼーションの構造変化の局面である。GVC を

みると，ブランド企業や大手小売の多国籍企業

の本社が存在する本国と投資受け入れ国との付

加価値生産の相違をもたらす傾向がある。ま

た，Gereffi et al.［２００５］が述べているようにGVC

には企業間のガバナンスの多様な形態が分類で

きる。本稿では，GSC は関係連鎖が構成する

ビジネスプロセス全体の効率化・信頼形成の側

面を分析する視点で，GVC は関係連鎖の階層

化・ガバナンスの側面を分析する視点と定義す

る。以下では，この２つの視点から国民経済の

階層化，各国民経済の同質化と異質化，そして

国民経済の多様性と変容を考察したい。

２．階層化

GVC の各工程を担う施設単位（あるいは企

業）の階層構造と施設単位が居住する国民経済

の関係から国民経済間の階層化を考えたい。先

進国企業による GSCM は，低賃金構造を内包

している国民経済（たとえば中国など）の加工組

立工程への特化をもたらす。さらなる GSCM

の効率化が，より低い賃金コストをもった国民

経済（たとえばベトナム）を GVC に組み込んで

いる。同時に，途上国企業も研究開発拠点を先

進国に求めたり，組立工程を別の途上国に設け

たりして GVC を形成する。このように多数の

企業が，「コア・コンピタンス」や「コア・ケイ

パビリティ」といわれる中核部門に経営資源・

知識を集中し，それ以外の財やサービスの生産

は他企業・他国と補完関係を形成する１９）。

それぞれの工程に特化した企業の施設単位は

異なる国民経済に居住し，経済関係連鎖は国際

分業による利益をもたらす。企業の GSCM に

よる最適化の動きが，貿易の垂直構造を拡大

し，垂直的に差別化された財の双方向貿易（産

業内貿易）の割合を高める。GSC の視点からみ

ると，貿易の垂直構造は，最終消費財貿易とは

異なり，比較優位に基づいている。また，GVC

の視点から観察すると，企業の施設単位が居住

している国民経済ごとの付加価値生産構造の相

違が観察できる。たとえば，製品の製品貿易額

に対する付加価値額の比率をみると，先進国に

比べて途上国が遙かに高い２０）。

生産工程の連鎖におけるマークアップ率の相

違をモデル化したのが「スマイリング・カーブ」

である。つまり，半製品・製品や粗形材・部品

のなかでも，労働集約的かつ標準化（あるいは

コモディティ化）したものは途上国の施設（企

業）で生産が行われ，技術集約的なものが先進

国の施設（企業）にとどまるという工程間分業を
１７）日本でも２００３年に関税法が改定され，非居住

者が通関事業者を介して通関可能となった。ま
た貿易条件に関しては INCOTERMS２０００を参
照のこと。

１８）技術・組織的要因の複合体とは，GSCM は，IT
とそれを利用した E コマース，モジュール
化，国際 VMI/SMI，３PL など要素を含んでい
るからである。

１９）コア・コンピュタンスとは Prahalad and Hamel
［１９９０］，コア・ケイパビリティは Leonard［１９９２］
の概念である。

２０）Feenstra（１９８８）や IMF（２００２）を参照。
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示している。これは，パソコン産業の様式化さ

れた事実に依拠し，すべての産業に当てはまる

訳ではない２１）。しかし，工程単位・企業単位・

国民経済単位の階層化の関係を示す事例であ

る。すでに述べたように，階層は経済単位の規

模，経済単位間の所有関係の有無，経済単位の

情報力，経済単位間の信頼・協調の程度に規定

される。国民経済に居住する施設単位や企業単

位の特性をみれば，世界経済における国民経済

の階層化が理解できる。

３．同質化と異質化

関税の低下，通貨の交換性の進展，知的所有

権の確立，途上国の外資政策などの制度基盤と

情報通信や輸送の技術革新は，GSC の効率性

と信頼関係を引き上げ，グローバリゼーション

に拍車を掛ける。GSC により促進されるグ

ローバリゼーションは，途上国の国民経済内部

の企業組織・産業構成などを先進国のそれに同

質化・収斂化させていく作用をもつ。たとえ

ば，ディスクロージャー，アカウンタビリ

ティー，コンプライアンスなどの要因から各国

の企業組織は同質化する。さらに，直接投資を

受け入れ，GVC に組み込まれた途上国は電

機・機械，自動車などの産業を形成・定着させ

ている。そのため，途上国の国民経済は先進国

と同様な産業構成もつ。そして，GSC に組み

込まれた国民経済は，生産サイドでは先進国の

資本財や生産技術の移転や経営ノウハウの普及

で生産性が向上し，所得水準が上昇する。需要

サイドでは先進国と途上国の消費構成が徐々に

ではあるが類似してくる。

また，異質性も観察される。企業単位をみる

と，それぞれの産業や企業の国籍により，組織

形態が相違している２２）。たとえば，日本の企業

は垂直的統合の組織形態が，アメリカの企業は

外注化という組織形態が支配的である。次に，

産業単位をみると，自動車産業とコンピュータ

産業では，「アーキテクチャ」が異なる。そし

て，日本は前者の産業に競争優位がありアメリ

カは後者の産業に競争優位がある。さらに，国

民経済単位をみると生産構造の差異が分かる。

グローバリゼーションは先進国のフルセット型

国民経済の解体を加速し，産業内国際分業を形

成する。とりわけ途上国の貿易構造の特徴は，

大量生産かつ利潤マージンが低いとされる労働

集約的な加工・組立過程への産業内特化であ

る。

くわえて，逆説的であるが，世界全体から見

れば，貿易・資本フローは OECD 諸国と一部

の途上国に集中し，多くの人口を抱える他の地

域の中には GSC／GVC に組み込まれていない

国民経済もあり，そのため異質化を強めている

とも言える。

４．多様性と変容

ここで異質性を二つに分ける。１つは，歴

史・制度に規定される国民経済の異質性を多様

性と定義し，もう１つは，グローバリゼーショ

ンを原因とした異質性を国民経済の変容と呼

ぶ。

例えば，労働者の編成，技術革新システム，

企業組織などが国民経済の多様性を形作る。そ

して，多様性は国民経済の比較優位を規定する

もので，要素移動で解消するものではない２３）。

石田［１９９９］で主張したように，比較優位を規定

する労働要素は，非常に粘着的であり，かつ，

各国民経済の制度的条件に規定されている。国

２１）Dedrick et al.（２００７）は，ipod のバリューチェー
ンの価値獲得（Value Capture）の地域分布を示
している。

２２）グローバリゼーションのなかで，多国籍企業の
内的構造は各国民経済の歴史的内的構造に依存
している こ と を 実 証 し た 研 究 と し て OTA

［１９９３］や Doremus et al.［１９９８］がある。
２３）資本要素の移動を自由にし，要素均等化により

絶対優位の世界が出現することがグローバリ
ゼーションの作用だとする Daly［１９９９］の見解
は受け入れることができない。
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民経済とは，佐々木［２０００］も主張するように，

「歴史性をもつ経済社会」であり，グローバリ

ゼーションが直ちに多様性を解消するとは言い

難い。むしろ，多様性はグローバリゼーション

の重要な基底要因である。つまり，企業は国民

経済の多様性を取り込んで GVC を形成する。

言い換えると，企業は，特殊要素を利用するた

めに受入国に引きつけられ，そして，それぞれ

の国民経済の比較優位を利用する形で貿易構造

を形成する。さらに，GVC の付加価値連鎖の

構造は固定的とはいえない。たとえば，居住し

ている企業国籍を問わなければ，中国はその市

場規模ゆえに多様な付加価値形成段階の外国企

業を引き寄せ，次第にフルセットに近い国民経

済を形成する可能性もある。また，途上国企業

も GVC のポジションをより付加価値生産の高

い工程へシフトする可能性もある。これは，

GVC に参加可能な途上国が比較優位を向上さ

せる多様性を生み出す過程である。

グローバリゼーションによる国民経済の変容

を見てみよう。すでに見たように，貿易の垂直

化と垂直的双方向貿易の拡大は，古典的国民経

済であるフルセット型国民経済の解体を意味す

る。また，パックスアメリカーナというヒエラ

ルキー構造から多数機関が共有するヘテラル

キー構造へのガバナンスの転換は，ガバナンス

空間が領域的に区別されたウェストファリア的

主権を持った国民国家を変容させ，これまでの

国民経済関係を変えている。そのなかで，制度

設計に関わる経済単位がローカルレベルからグ

ローバルレベルまで多種多様に組織化されてい

る。たとえば，国家レベル以外に，リージョナ

ルガバナンスにかんする FTA や EPA，そし

て多角的ガバナンスとしての WTO や IMF な

ど。さらに WTO 協定の内部を見ても，関税撤

廃による貿易促進的制度，知的所有権の保護に

よる経済的事項に関する制限的措置，環境問題

や人権問題などの非経済的制限措置など多様で

ある。グローバリゼーションのなかで国民国家

と国民経済が消滅する訳ではない。しかし，多

次元レベルのガバナンス組織や機構のなかで国

民国家を中心とした経済運営は変容し，それぞ

れのレベルでの制度改革のなかで国民経済内部

の要因が国際化し，逆に，国際的要因が国民経

済に内部化されている。

さらに，すべての国民経済がグローバル生産

システムの中に全包摂されることはない。GSCM

が GVC を形成し，多数の財の GVC が信頼関

係に基づいたネットワークを形成し，そして，

複数のネットワークがグローバル生産システム

を構成する。このようなグローバル生産システ

ムから排除される国民経済もまた，生産システ

ムに組み込まれた国民経済との相対関係の中で

変容している。

むすび

グローバリゼーションとは，多様な領域，多

様な側面，多様な次元の現象であり，それらは

直接・間接に相互作用をもつ。本稿は，グロー

バリゼーションの全体像の一部である貿易を見

ているに過ぎない。しかし，貿易構造という側

面に限定しても，多次的考察が可能であり，ま

た必要である。貿易の側面からみた経済のグ

ローバリゼーションとは，GVC に参加してい

る経済単位の相互作用による変化過程である。

本稿では，限られた紙面の中で，貿易構造に関

わる３つのレベルの動向と相互関連，さらに，

その中で貿易構造を規定する企業関係の効率化

と信頼関係の構築の動きを取り上げた２４）。そし

て，貿易構造の最も基底にある国民経済の多様

性を解消するまでには至っていないけども，グ

ローバリゼーションは国民経済を変容させてい

ることを指摘した。

２４）詳しい内容は石田修『グローバリゼーションと
貿易構造』，文眞堂（近刊）で取り上げられてい
る。
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